
Anritsu CSR REPORT 2016
49

達成像

2 グローバル経済社会との調和

資材調達本部では、グループの資材調達機能を統合するとともに、CSR 調達をグロー
バルに推進する役割を担っています。

事業活動を通じて社会に価値を提供し、社会的な課題の解決に貢献するためには、
グローバルなサプライチェーンで連携していくことが不可欠です。こうしたアンリツ
のCSRの考え方やCSR 調達の方針について、できるだけ多くの取引先さまを訪問して
ご理解していただくように努めています。また、アンリツのグローバル本社内にコラ
ボレーションルームを開設しました。取引先さまに常駐していただいてコミュニケー
ションを深め、質の高い価値の創出につなげていきます。

アンリツの強みは、長い歴史で培ってきた、取引先さまとの強力なパートナーシッ
プです。問題意識や課題を共有し、一緒に語り合うことで解決に向けた答えを出して
いきたいと考えています。ともに成長し、力を合わせて社会に価値を提供し続けてい
けるように、今後も信頼関係をさらに強固にする取り組みを進めていきます。

サプライチェーンマネジメント

サプライチェーンマネジメント

アンリツグループは、日本および海外でグローバルに調達活動を展開しており、この調達活動においては、国内
外のすべての企業に機会を提供し、公平な評価により調達を実施しています。

取引先さまのご協力を得ながらさまざまな活動に参画いただき、より強固なパートナーシップを構築していくこ
と、さらに関係する法律、商習慣、社会規範を遵守することを基本に、地域環境保全活動を含めサプライチェーン
全体で社会の期待・要請に応えていきます。

基本的な考え方

取引先さまと連携して社会に価値を提供Voice

アンリツは、主に米国、欧州、中国、日本に調達拠点を構えており、部品の採用における評価基準をグローバル
で統一化する活動を進めています。これにより、各拠点が認定したサプライチェーンの相互活用を可能にし、
グローバルで連携した部材調達活動を促進していきます。

また、グループ企業全体で共通して取引できる取引先さまを、グローバル推奨サプライヤ（GPS：Global 
Preferred Supplier）として相互認定し、取引先さまと開発ロードマップや技術的課題を共有することで、製品開
発のTTM（Time To Market）短縮を実現していきます。2015 年度は、日米共通の取引先評価基準を取り決め、グ
ローバル推奨サプライヤ企業 9 社を選定、相互利益向上と関係強化を図りました。引き続きGPS 取引先さまを増や
す活動を行っていきます。

グローバルSCMの構築

アンリツ株式会社
資材調達本部長
藤掛 博幸
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2 グローバル経済社会との調和 サプライチェーンマネジメント

アンリツグループでは、調達活動にあたり、取引先さまとサプライチェーン全体で活動することが非常に重要で
あると考え、取引先さまとの相互信頼に基づいたパートナーシップを構築するために、2005 年に｢ 資材調達基本
方針 ｣を制定し、取引先さまにご理解とご協力をお願いしています。

資材調達基本方針

アンリツ資材調達基本方針

アンリツグループでは、「資材調達基本方針」を具体的に推進するため、全取引先さまに対して次の「お願い事項」
を直接伝え、サプライチェーン全体での活動へのご協力をお願いしています。

お願い事項

1. 法令・社会規範の遵守
 関連法規等の遵守、児童労働、強制労働、低賃金労働の禁止、差別の禁止、反社会勢力との取引の禁止

2. 環境への配慮
 弊社グリーン調達ガイドライン、環境要求伝達事項等に沿った環境対応の実現

3. 優良な品質の確保、適正価格での提供、確実な納期遵守

4. 機密情報の漏洩防止及び知的財産の尊重

5. 不測の事態への迅速な対応とタイムリーかつ的確な情報開示

1. 取引先の選定
 公平かつ公正な考え方で、国内外を問わず常に新しい取引先さまに広く門戸を開放し、品質・価格・納期、環境

対応などを重点に、適正な基準でかつ客観的な立場で取引先さまを選定します。

2. パートナーシップ
 すべての取引先さまとは健全な取引を通じて相互に利益のある協力的な関係を築くことを前提としています。

3. 法遵守、機密保持
 取引にあたっては、関係する諸法規を遵守します。また取引を通じて、取引先さまから得た情報を、承諾なしに

第三者に公開しません。

4. 倫理概念に基づいた行動
 調達業務にあたる者は、取引先さまと個人的な利害関係を持つことなく常に公明正大な業務の遂行をはかり、

取引先さまとの健全な関係を持ち続けることを基本においています。

5. 人権と労働への配慮
 当社は人権を尊重し、労働衛生と安全確保に取り組んでいます。取引先さまにもご賛同いただき、サプライ

チェーンとして推進します。若年労働者の使用や人種、性別などによる差別など人権上の問題があれば、取引
を見直すこともあります。

 またこれら人権問題につながる紛争鉱物の不使用について取引先さまとともに取り組みます。

6. 環境への配慮
 当社は「グリーン調達ガイドライン」を定め、環境に配慮された部材や材料を調達するグリーン調達を推進し

ます。
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2 グローバル経済社会との調和 サプライチェーンマネジメント

2010 年度に社団法人電子情報技術産業協会（JEITA）の｢サプライチェーンCSR 推進ガイドブック｣に準拠して
｢CSR 調達ガイドライン｣を制定しました。ホームページに公開し、取引先さまへの説明会の開催と｢CSR 調達 ｣へ
の理解と取り組みをお願いしています。

CSR調達の取り組み

アンリツグループCSR調達ガイドラインURL

Ⅰ 人権・労働
1. 強制的な労働の禁止
2. 非人道的な扱いの禁止
3. 児童労働の禁止
4. 差別の禁止
5. 適切な賃金
6. 労働時間
7. 従業員の団結権

Ⅱ 安全衛生
1. 機械装置の安全対策
2. 職場の安全
3. 職場の衛生
4. 労働災害・労働疾病
5. 緊急時の対応
6. 身体的負荷のかかる作業への配慮
7. 施設の安全衛生
8. 従業員の健康管理

Ⅲ 環境
1.製品に含有する化学物質の管理
2.製造工程で用いる化学物質の管理
3.環境マネジメントシステム
4.環境への影響の最小化
    （排水・汚泥・排気など）
5.環境許可証／行政認可
6.資源・エネルギーの有効活用（3R）
7.温室効果ガスの排出量削減
8.廃棄物削減
9.環境保全への取組み状況の開示

 Ⅳ 公正取引・倫理
   1.汚職・賄賂などの禁止
   2.優越的地位の濫用の禁止
   3.不適切な利益供与および受領の禁止
   4.競争制限的行為の禁止
   5.正確な製品・サービス情報の提供
   6.知的財産の尊重
   7.適切な輸出管理
   8.情報公開
   9.不正行為の予防・早期発見
10.反社会勢力との取り引きの禁止
11. 紛争鉱物

Ⅴ 品質・安全性
1. 製品安全性の確保
2. 品質マネジメントシステム

Ⅵ 情報セキュリティ
1.コンピュータ・ネットワーク脅威に対する防御
2.個人情報の漏洩防止
3.顧客・第三者の機密情報の漏洩防止

Ⅶ 社会貢献
1.社会・地域への貢献

 取引先さまへの同意書の提示依頼とCSRアンケートの実施
2011 年度からはCSR 調達の推進に対して協力をいただくために、「同意書」のご提示をお願いしており、2015

年度は新たに17 社の取引先さまから「同意書」をいただいています。
また、2011 年度から取引先さまでのCSRへの取り組みを確認する目的で｢CSRアンケート｣を実施しています。

2015 年度は主な取引先さま97 社に実施し約 96％の93 社から回答をいただき、良好な結果を得ています。
今後もCSRアンケート継続と新規取引先さまに｢ 同意書 ｣の提示にご協力いただき、CSR 調達を推進します。
そのほか、コンプライアンス実践に向けて取引の透明性を実現するために、毎年取引先さまに“クリーン調達”へ

のご協力をお願いしております。接待や贈答品を受けない、取引先さまのインサイダー情報をもとにした株式など
の売買は行わないなどの行動規範・遵守事項を定めています。

アンリツグループCSR調達ガイドライン（目次のみ）

http://dl.cdn-anritsu.com/ja-jp/about-anritsu/procurement/AnritsuGroupProcurementGuideline_J.pdf
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2 グローバル経済社会との調和 サプライチェーンマネジメント

アンリツグループでは、環境に配慮した製品づくりを取引先さまとと
もに推進するために、1999 年度に「グリーン調達ガイドライン」を定め、
環境に配慮した部品や材料を優先的に調達するグリーン調達を実施してい
ます。2011 年度からは、生物多様性の保全の考え方を取り入れ、取引先
さまに生物多様性保全の考え方をご理解いただくよう取り組んでいます。
2016 年度から、「アンリツグループグローバルグリーン調達ガイドライ
ン」に改め、生産拠点のある海外グループ会社とグリーン調達の共通化を
行っていきます。

アンリツグループ
グローバルグリーン調達ガイドライン

 グリーン調達ガイドライン

アンリツグループ
グローバルグリーン調達ガイドラインURL

2001 年度から、環境パートナー企業認定制度を設け、取引先さまの環境マネジメントシステムの構築や製品ア
セスメントの実施状況について評価し、三段階の格付けをするとともに、取引先さまの環境への取り組みの推進を
図っています。2009 年度からは、製品含有化学物質管理体制の評価を取り込み、チェックシートによる確認や工
場監査を実施し、製品含有化学物質に関する信頼性の強化を図っています。

2015 年度は、特に含有化学物質評価において改善の余地がある取引先さま5 社を選定、改善活動を通じて5 社す
べての環境パートナーの格付けがランクアップしました。

 環境パートナー企業認定制度

管理を確実にしている

いくつかの側面で欠落がある 

サポート／改善活動を実施

確実に管理するシステムがない

Aランク

Bランク

Cランク

▶ 環境パートナー制度における格付け

さらに、取引先さまからの生の声によりCSR 調達を推進するため、“声の直行便”ポストを本社と郡山事業所の商
談室に設けています。

http://dl.cdn-anritsu.com/ja-jp/about-anritsu/environment/environmental-supplier-information/Guide.pdf
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2 グローバル経済社会との調和 サプライチェーンマネジメント

2015 年 11 月 20 日に51 社の取引先さまによる製品展示会をアンリツ本
社で開催しました。アンリツグループの製品資材を調達している主要取引
先さまの製品、技術が一同に会する催しで毎年行われています。今回は、
ワイヤレス通信（IoT/M2M/5G 市場向けなど）関連部品、光／電気高速デジ
タル伝送の関連部品およびソリューション、光部品、食品や薬品の検査機
器市場向け汎用電気部品、EMC＊対策部品などを含む新製品や新技術がア
ンリツの開発エンジニアに紹介されました。同時に取引先さまによるセミ
ナーを開催し、最新技術の習得を図りました。

取引先さま製品展示会

＊ EMC（Electromagnetic Compatibility）：電磁環境両立性

新製品・新技術の紹介

③調査依頼

②調査依頼 ①調査依頼

⑤回答

共有

共有共有

蓄積・参照

⑥回答

④回答

アンリツグループ

共有データベース

取引先さま A
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▶  国内のお客さまへの対応

2012 年の米国金融規制改革法 1502 条（いわゆる紛争鉱物規制）の最終規則採択を受け、アンリツもこの趣旨への
賛同を表明し、アンリツ製品に紛争鉱物が含まれることを防ぐためにサプライチェーンへの対応を開始しました。
取引先さまに対して説明会を開催し、漏れのない対応に努めています。

お客さまからの問い合わせに対し、国内外の取引先さまに調査を依頼して回答するとともに、本社の紛争鉱物
ワーキンググループに情報を集約し、共有データベースに蓄積しています。

今のところ確認できている範囲で紛争鉱物の利用はありません。

 紛争鉱物問題への対応


